




















































































































そこで、まず 1963年 9月に創刊され 40年・1300点を越える歴史を刻み続けて
いる講談社ブルーバックスの執筆陣を調べてみた。グラフはそれぞれ、創刊から
1972年までの 10年（正確には 9年 4カ月）と最近の 10年の刊行点数、フリーラ
ンス、それ以外の著者分類を示したものだ。
ブルーバックスの第 1号『人工頭脳時代』（電気試験所電子部品基礎研究室の菊
地誠著）ほか 2冊が刊行された 1963年 9月から 1972年 12月までに 203点（延べ






















































人（258人中 3.1%、実数 5人）、最近 10年が延べ 49人（581人中 8.4%、実数 35
























2 ブルーバックス最初のフリーランスジャーナリストは創刊の翌 1964 年に『動物の結婚』（ブルーバックス 15 番
目）を執筆した松原宏遠（こうえん＝ルビ）である。著者紹介には「日本ではめずらしく古くからの一本立ちの科
学評論家」とあり、計 2 冊のブルーバックスを著わした。探偵小説家でもあり、少年時代天文ファンだった荒正



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































め、協力いただいた 39名のうち会議会員は 9人。非会員 30人のうち会議の活動
121






















































































(4) 林 衛：科学報道は『わかりやすく』から『魅力的に』— 市民も科学者も目が
離せなくなる記事を、新聞研究（日本新聞協会刊）、5月号（2003）30–34
(5) 林 衛・加藤和人・佐倉 統：なぜいま「科学コミュニケーション」なのか？、
124
生物の科学遺伝，2005年 1月号（2005）30–34特集「科学コミュニケーション
— 生物学と社会の新しい関係づくり」特集にあたって、および同特集の各記事
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